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イスタフリー著アラビア語地理書『諸道と諸国の書』と
そのベルシア語訳の比較研究

西 村 淳 一

はじめに

モンゴル侵入以前のイスラーム世界で多くの地理書(1)が著されたことは周知

の事実である｡その大部分はアラビア語で記されたが､一部はベルシア詔 ア

ラビア文字でつづられた近世ベルシア語- で記された｡この時代の主要なベ

ルシア語地理書は以下の3種類である｡

著者不明 『世界諸境域誌』(10世紀後半)

イスタフリー著 (訳者不明)『諸道と諸国の書』(12世紀ごろ)

ムハンマド･ブン･ナジープ･バクラーン著 『世界の書』(13世紀初頭)(2)

これらベルシア語地理書は､従来の地理学史研究において､｢ムスリムの地理

書/地理学｣(3)という包括的枠組みの中､アラビア語地理書と一纏めにして扱わ

れた｡例えば 『イスラーム百科事典』中の ｢ジュグラーフイヤー (地理学)｣の

項や､クラチコフスキー (KpaLIKOBCl(目白,H.rO.)著 『アラブ地理学文献』､ミケル

(Miquel,S.)著 『11世紀中葉までのムスリム世界の人文地理学』などにおける

ベルシア語地理書の扱いがその状況を端的に示している(4)｡これら地理学史研

究においては､アラビア語地理書とベルシア語地理書の差は､書かれた言語が

アラビア語かベルシア語かという表面的特徴を除いて､ほとんど問題にされて

いない｡

このような状況の背景には､現存するベルシア語地理書の数が少ない上に､

その記述スタイルや内容にアラビア語地理書の影響がはっきりと見てとれると

いう事情がある｡しかし､アラビア語地理書とベルシア語地理書の間の共通性､

-15-



あるいは「ムスリムの地理書」として一纏めに扱う根拠については、この時代

のイスラーム世界で執筆されたという書誌面の共通性を除いて、まだ十分に分

析・検討されていない。

　一方、個々の地理書研究の立場からみると、各々のペルシア語地理書に関し

ては記述内容に見られる特殊性が先行研究において指摘されている。例えば最

も古いペルシア語地理書である『世界諸境域誌』については、イラン（5）東部や中

央アジアに関する記述の中に他の地理書で見られない内容を多く含んでいるこ

とが顕著な特徴として知られている（6）。しかし、先行研究の指摘するこのような

内容面の特徴は、あくまで『世界一境域誌』という一地理書の特徴であって、

決してペルシア語地理書全般の特徴ではない。だとすれば、ペルシア語地理書
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　り

の、ペルシア語地理書であるがゆえの独自性は果たしてどこに見出されるのだ

ろうか。この根本的な問いは先行研究において見落とされている。

　そこで筆者は、上に述べた2つの問題点、すなわち①「「ムスリムの地理書」

としてのアラビア語一ペルシア語地理書問の共通性」と②「ペルシア語地理書の、
　　　　　　　　　　　　　　　　　

ペルシア寸地言書であるがゆえの独自性」の解明を最終的な研究目標に定め、

まずはその出発点として、イスタフリー著のアラビア語地理書『諸道と諸国の

書』（10世紀中葉の書）とそのペルシア語訳本（12世紀ごろの書）を比較検討す

ることにした。この地理書を研究対象に選んだ理由は、記述内容の違いに囚わ

れることなく、アラビア語による地理叙述とペルシア語による地理叙述をダイ

レクトに比較できるからである（7）。結果として言語面にこだわった分析を行う

ことになるが、この種の比較を徹底的に行った先行研究は存在しない。本稿で

は、上記地理書のアラビア語原本中の記述がペルシア語訳本中でどのように訳

されているか、特に単語（名詞）レヴェルでどのようなペルシア語訳の特徴が

見られるのかという点に焦点を絞り、アラビア語地理書とペルシア語地理書の

比較研究を試みることにする。

第1章　「諸道と諸国の書』の書誌情報

まずは『諸道：と諸国の書』の書誌情報について、先行研究を利用して簡単に
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述 べ て お こ う (8)0

著 者 イ ス タ フ リ ー (al-Igtakhri<AbGIs匝qlbr豆him b･Mutlammadall

F arisi)は ､ 西 暦 10世 紀 初 案 か ら中葉にかけて生きた謎多き人物であるo生年没

年 と も に 未 詳 o 彼 の 名 前 中 の 地名ニスバから､イラン南部に位置するファール

ス 地 方 の 一 都 市 イ ス タ フ ル の 出身であったと考えられる｡おそらくバグダード

で 諸 学 を 学 び ､ イ ス ラ ー ム 世界各地- 少なくともアラビア半島からトランス

オ ク シ ア ナ ま で - を 遍 歴 した｡340/951年ごろに､旅の中で得た情報を生かし

て 地 理 書 『諸 道 と 諸 国 の 書 』を執筆したと推測されている｡

『諸 道 と 諸 国 の 書 』 は ､ イスラーム世界 (Bilada1-Islam)を20の地域 (iqlim)

に 区 分 し て ､そ の 地 域 ご とに地図と解説を付した体系的地理書である(9)｡その内

容 は ､ 土 地 の 形 状 な ど の 自然地理情報を含む一方で､その時代の諸都市の状況

や 人 び と の 習 俗 ･文 化 を記録した地誌的側面を持ち合わせている｡後代の地理

学 者 イ ブ ン ･ハ ウ カ ル (Ibn甲awqal<Ab缶aトQasimb･̀Alial-NaPibi没年

未 詳 (10世 紀 後 半 )) やムカッダスイー (al-Muqaddasi<Ab缶 Àbd Allah

M uham m ad b･A bmadb.AbiBakra1-Banna'a1-Shami没年未詳 (10世紀

後 半 ))は 基 本 的 に この記述スタイルを継承した｡また､後世の地理書において

本 書 か ら の 引 用 が 多く見られることや､本書自体が12世紀頃ベルシア語に訳さ

れ て 広 く 普 及 し たことから､本書がイスラーム世界の地理学に大きな影響を及

ぼ し た こ と は 明 らかである｡

『諸 道 と 諸 国の書』アラビア語原本の写本は､現在のところ世界各地の図書館

に 15点 現 存 しており､これらの写本から下記2種類の校訂本が出版されてい

る(10)0

① al-I苧takhri,Masa-libal-Mama-lib,(ed･)M･J･deGoeje,Leiden,1927･

(以下､この校訂本をMasa-libAと略記する)

② al･Ⅰ?takhri,al-Masa-libwaal-Mama-lib,(ed･)MuhammadJabir̀Abd

al:'Alalや ni,al-Qahira,1961･

本稿ではこのうち①を利用する(ll)0

一方､ベルシア語訳本の写本は､主にイランの図書館を中心に19点現存して
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おり、校訂本は下記2種類が出版されている（12）。

　　③取akhrl，屈αsσ嫌〃α〃伽zσ励彪が。窺の1θ」財競9σ7η一6加ηブ。初／s加一

　　　S勿初霜ノπ（英題：MαS擁ん磁〃痛心貌・肋0η夕賜0鷹P6緬伽7勿：ηS乙α一

　　　’ゴ。％Fzo〃¢γ／レ7　Cθη伽η∠L．E），（ed．）Iraj　Afshar，　Tehran，1340（3「d

　　　ed．1368）．

　　　（以下、この校訂本を忽αεσ勲Pと略記する）

　　④域akhri，（tr．）Mゆammad　b．　As‘ad　b．‘Abd　Allah　Tustari，1吻磁1狛

　　　びα忽αs薦ん，（ed．）Iraj　Afshar，　Tehran，1373．

このうち④は③の底本と別系統の写本（ボドリー図書館蔵Ouseley　373）を底本

としている。本稿では、論点の複雑化・煩雑化を避けるべく、③のみを利用す

る。④の検討は今後の課題としたい。

　それでは、本論に移ろう。

第11章　地理関連の単語（名詞）の比較

　翻訳とは「ある言語表現を体系の異なる別な言語で言い換えること」であり、

翻訳者は通常、統語上はもとより個々の単語レヴェルにおいても、ある言語か

ら別な言語へと言い換えるよう努めるものである。この前提は当然、アラビア

語からペルシア語への翻訳の場合でもあてはまる。では『諸道と諸国の書』の

場合、あるアラビア語単語がペルシア語単語へ訳される際、具体的にどのよう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
な対訳がなされているのだろうか。そして、同書が地理書であることを念頭に

置いたとき、その対訳の仕方にはどのような特徴が見出せるだろうか。以下で

は特に、地理書の基礎語彙である地理関連の単語に注目して、忽αsδ娩　．4と

忽α∫2励Pを比較してみたい。

1）地形・人文現象・物質・動植物・その他

例えば山、川、海などといった地形に関する単語は、以下のように訳される。
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ルzαs詔々且 〃；αsσ1魏P

・山　：　　　　」脅Gabal）　　　　　　→。∫r（kOh）

・川・ @ゴ1儲’）　　一二1り（編d’）

・海　　：　　　　　　　　　ノら　（balヌr）　　　　　　　　　　　　　　　→　　レ♪　（dary百）

・湾：　　　げ（kha1孟i）　　　　→げ（㎞a1の
・海岸　：　　　　　♪し（s百hi1）　　　　　　　　→　♪し（sabll）

・岸・　鼻（・h・1・　　一鞭翻
・湖　：　　　　；メ（buhayra）　　　　　→働」ノ（da鯉acha）

・泉：　　　礎（‘ain）　　　　　→　瞬（chashma）
・平地　：　　　　凝（sahr）　　　　　　　　→　o／b（hamOn）

・荒無地・三川）　一三biyaba・）
・沙漠　：　　　　　り』（badiya）　　　　　　　→　晒（badiya）

・砂（地）：　　　Jしバrim巨1）（pL）　　　　→．丈2価g）

・丘：　　　　　♪（ta11）　　　　　　　→よ‘（tall）

・茂み　：　　　　．《《ghiyad）（pL）　　　　　→　両（bisha）．

・島（半島）：　　　δメ戸Gazira）　　　　　　　→　。ノ♪Ga須ra）

・峡谷（丁丁）：　　｝己（shi‘b）　　　　　　　　→　・⊃陥（shikaf）

・土地（地面）：　　．脅ノ（ard）　　　　　　　　　→　卵」（zamin）

都市や街道などの人文現象に関する単語は、以下のような具合である。

’蹄鶴：ψ（q・§・b・）　　一φ（q閃・b・）

・港町　：　　　　　ゆノ（fUrσa）　　　　　　　　→　ψノ（fU屡a）

・都市・． ｲ（儲；na）　　一（・h・h・）

・宿駅：　　　　　上㌧（ribaI）　　　　　　　　→　域り（ribat）

・村　：　　　　鰻（qarya）　　　　　　→船（dih）

・城　・　　　　ぴ一（hi§n）　　　　　　一実＝鴇撃1）

・宮殿　：　　　　戸（qasr）　　　　　　　　→　5し〆（k面shk）

・内城　　：　　　　　補（qal‘a）　　　　　　　　　．τ・　）よ♂（quhunduz）

・市街地　：　　　　袖山（madina）　　　　　　　→　oヒつじ（sharistan）
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…顯翫＿一…．盈記法………一一…一．一．．．∴喫一点塑一…．…一……＿

　　・市場　：　　　　」到（sOq）　　　　　　　　　→　力」（baz盃r）

　　・路地（街区）：　　糺（sikka）　　　　　　　　→　8（maballa）
…；廓薯1ロ”……卿”…ア価δ一一……一『………一　一一；一層1ジ1藷益y…一　一二一一一『一一……ρ

・門・　｝・（bab）　　一課、，va扮）

　　・井戸　：　　　　典（bi’r）　　　　　　　　　→　。』（chah）

　　・池：　　　　　♂ノ①awq）　　　　　　→♂ノ（baw勾

…二沌㌃1㌧＿一一一．遜噸囎！：≧一一一一＿一一一一…高配惚窃＿…一＿一一

・道（街道）・壼ご灘　　コ鵬ll。）

　　・橋　　：　　　　　　　　　　乙ノ』』　（qan奪ara）　　　　　　　　　　　　→　　J．翼　（p司）

・壁・

　　　　　　　　　　　ζル（mazari‘）　　　　ζ，レ（maz盃ri‘）

　　・耕作（地）：　　　ζ2」（zar‘）　　　　　　　　→　ノμr（kishtzar）

　　　　　　　　　　　ζヵ，　（zurO‘）　　　　　　　　　　　　　　　6カン庭（kishavar之i）

・果樹園・
@麟1翻（PL）　　．→幽（b・・t盃・　　　　　　　　　　　　　　　　　と』　（bagh））

　　・牧草地：　　　　♂ノ（mar‘an）　　　　　　　→　。ピ1六（char亘gah）

　　・私有地　：　　　　ζ』φ（diy温‘）（pL）　　　　　　→　と』ψ（昇iy5・）

　　。モスク　　：　　　　幽脚♂（maミlid）　　　　　　　　→　蜘一（maミlid）

　　’1［鵡：勘（m・S・Ila）　　一廊（・ib亘d飢9百h）

　　・ミフラーブ：　　｝1メ（mibr盃b）　　　　　　→　｝1ノ（mihrab）

　　・ミンバル：　　　　戸（minbar）　　　　　　　　→　押（minbar）

　　・ドーム：　　　　　a♂（qubba）　　　　　　　　→　β（gunbad）

　　・墓場　：　　　　が（qubOr）　　　　　　　　→　oし」〆（9Uristan）

　　・鉱山（産地）：　　」蜘（ma‘dan）　　　　　　→　o・㎞（ma‘dan）

物質に関しては、水などの単純なものから鉱石類などの専門的な．ものに至る

まで多くの単語が記されている。いくつかの例を示してみよう。

　　・水　：　　　　山（ma’）　　　　　　→｝τ（ab）

　　・空気（気候）：　　・い（hawa’）　　　　　　　　→　し角（hava）
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　　　・木材　：　　　　壷（khashab）　　　　　　→　｝戸（chOb）

・石（岩）・ @魏鑑　　、一＆（　9）
・土・

　　　・焼煉瓦：　　　　　戸τ（勾urr）　　　　　　　　　→　勉翻（khisht－i　pukhta）

　　　・宝石　：　　　　ノノOawhar）　　　　　　　→　ノ戸（iawhar）

　　　・真珠：　　　鯉（Mu’）　　　　　→勅リノ（marvarld）

　　　・金　：　　　　｝・～（dhahab）　　　　　→刀（zar）

・銀・ @姻q・）　　一5濃。）
　　　・鉄　：　　　　内レ（りadid）　　　　　→評（盃han）

　　　・鉛：　　　ノ」・．（ra§議§）　　　　→ン」．1（arziz）

　　　・石油：　　　勘（na①　　　　　　→一（na負）

　　　・確砂：　　　　　♪じソ（nOsh記hir）　　　　　→　ノじ’（nawshadur）

　　　・竜野香：　　　　戸（‘anbar）　　　　　　　→　贈（‘anbar）

　　　・乳香：　　　　　」り（1uban）　　　　　　　　→　り∬（kundur）

・絹・
@竃。、（りarir）（ib亜sam）　琳・1（・b百・h・m）

　　　・綿織物：　　　　画・滞（thiyab　quIn）　　　→　．西ノr（karbas）

　動植物に関する単語も比較的多く見受けられる。いくつか例を挙げると以下

のような具合である。

　　　・木　：　　　　戸（sh句ar）　　　　　→・謎♪（dirakht）

・果物・　綿鶴「鵜L）　…（miva）

　　　・ナツメヤシ：　　爵（na㎞i1）　　　　　　→しノ（㎞uma）

　　　。リンゴ：　　　　　こ宙（tu」臨聡）　　　　　　　　　　　　　→　　｝，一　（sib）

　　　・バナナ：　　　　　」．〆（maWZ）　　　　　　　　・→　」ノ（maWZ）

　　　・ブドウ　　　　　｝炉（‘inab）　　　　　　　→リメ1（angOr）

　一一’丁深｝夢ラー1…一…一’…二∫て1孟y…－一…一…一”……1……；曹一一置yて前蕎∫曹幽…一一一…一一…一『一…

　　　・シトロン：　　こノ1（utr吋j）　　　　→ごノ（tur呵）

　　　・サフラン：　　　●1ノ弓（za‘faran）　　　　　→Oし砂」（za・f盆an）

　　　・サトウキビ：　　ル｝4（qa§ab　sukkar）　　→角（11ayshakar）

　　　。クルミ：　　　　　　」壷Gawz）　　　　　　　　　　→　」〆（gawz）
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・米：　　　　　」21（aruzz）　　　　　・→ごメ（birinj）

・家畜・ @㌻認翻猟　一卵（・u…）
・らくだ：　　　　よ1（ibil）　　　　　　　→戸1（ushtur）

・羊：　　　　　　　　　　　　；じ　（shat）　　　　　　　　　　　　　　　　→　　四一∫　（9面s㎞d）

・へび　：　　　　》①ayya）　　　　　　　　→　♪（mar）

・さそり　：　　　　》壷（‘aqrab）　　　　　　　　→　p∫（kazhdum）

・魚　：　　　　」愈（samak）　　　　　→♂・し（mahi）

上記以外の単語で興味深いものとしては、以下のようなものがある。

・場所　豊糠ll）　一引目1且ygah）

・辺境　：　　　　　メ（thaghr）　　　　　　　　→　メ（§aghr）

・世界：　　　　　い（duny司　　　　　　　　→　」㎏Gahan）

・寒冷地：　　　　⇒」〆（§urOd）　　　　　　　→　声〆（sardshir）

　　　　　　　　　f炉GurOm）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　画メ（garmshir）・温暖地：
　　　　　　　　　；♪伽1了a）

・距離：　　　“〕（masa鋤　　　　→・2L・（mas盃血t）

・長さ：　　　　　」少（¢01）　　　　　　　　→　り♪（daraza）

・幅：　　　　　♂ノ・（‘arφ）　　　　　　→喚（pahna）

・一坥ｷ程：　　晦ノ（marhala）　　　　→毒ノ（marhaja）

●そ孟鰯）：をノ（飴rsakh）　　一・気ノ伽rs㎝9）

●藩単位）：歯（mi1）　　　一♪（鋤

’濃；蚤位），ζし・（dh瑚　　　一∫（9鉱）

●ノh単位）：ζ・（ba‘）　　　一一ゆトd…）

・東（の）：　　　3ノ（sharqi）　　　　　→、ノ1｝（sharqi）

・西（の）：　　　」ノ・（gharbi）　　　　　→ざノ《gharbi）

・南（の）：　　　げ戸（janObi）　　　　　→ψ戸（ianObi）

・北（の）：　　　　」聴（shama11）　　　　　　　→　σ｝瞳（shamali）

上に挙げた単語群は、本文中で使われる語彙の一部に過ぎないものの、地理の

説明に欠かせない基本単語を中心としたサンプルである。これらを見ると、両
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者で同一単語が使われている場合も少なくはないが、そのような場合は例えば

「モスク」「ミンバル」「ミフラーブ」のような訳すことのできないイスラーム

（宗教）関連用語であったり「礪砂」「絹」「ファルサフ」「ミール」のように語

源がアラビア語ではない言語間共通語であったりし（13）、多くの単語は訳本中で

ペルシア語特有の単語へ言い換えられている（すなわち翻訳されている）と指

摘できよう。これは一見当たり前のことのように思われるが、まさにこの点こ
　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　

そが訳本のペルシア語地理書としての存在意義を示している。

　一方このような中で、ある一連のまとまった単語群は、一貫して訳本中でも

アラビア語単語がそのまま使用されている。それが以下で見る「地域」を意味

する単語群である。

2）地域

　福αsσ娩、4中の「地域」を意味する単語一一一以下ではこれを便宜的に「地域

区分用語」と呼ぼう　　には以下のようなものがある（14）。
　　・」瀞（‘ama1），　PL　Jしφ1（a‘ma1）

　　・ら〆（kOra），　PL　2〆（kuwar）

：：：三1蔓1頭狐：韓紅：趣麹：：：：：：：：：姦i鷲難認幽晦する「地

　　・　δ」つ　（rustaq），　pl．凝し2　（ras百tiq）

　　・ぴ』（にss両），　pl・ぴL』（婁asas巧）

　　・辿（balad），　P1・功（bilad）」叫（buldan）左記2単語は、特に複数形で漠然とした

　　・♪（dar），　P1．2い（diyar）　　　　　　　　土地の広がりを示す（16）

　　・凝（badd），　PL・」レ（りud面d）　　　　　地域間の境界域を示す（17）

　　・血（mamlaka），　pl．5」ヒ（m㎝〕巨1ik）　　「国」あるいは「圏」を示す（18）

　　・評1（lqlimあP1・詞・・（・qalim）　禦零細まとまりを持った大きな「地方」

これらアラビア語単語（20）は忽αsσ娩P中において、①そのままの形で用いられ

ている、あるいは②省略されている、ないしは③他のアラビア語地域区分用語

に置き換えられている（つまりアラビア語単語からアラビア語単語へ「訳」さ

れている）。いずれにせよ、ペルシア語特有の単語への言い換えは行われていな

いのである（21）。いったいなぜこのような現象が生じているのだろうか。
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第III章　地域区分用語についての考察（その1）

　「アフロ・アジア（セム・ハム）語族」に属するアラビア語と「インド・ヨー

ロッパ語族」に属するペルシア語は文法体系の全く異なる2言語であるが、後

者はアラブ・ムスリムによるイラン占領以降（7世紀後半以降）、前者の影響を

非常に強く受けた。その結果、ペルシア語はアラビア文字で表記されることと

なり、またアラビア語の語彙も多数取り込んだ。上に述べたような、ペルシア

語訳書中に見られるアラビア語地域区分用語の使用は、ペルシア語自体にそれ

らのアラビア語単語が取り込まれてしまったこと、そしてそれらの単語が両言

語の共通語となっていることを示している（22）。

　もちろん、アラビア語の影響を受ける以前のペルシア語一一ここでは主に

サーサーン山鳥に用いられた中世ペルシア語＝パフラヴィー語を指す　　に

も、「地域」を示す単語は存在した。キシュヴァル（kishvar）、クスト（kust）、

オスターン（ostan）、シャフル（shahr）などがその例である（23）。しかしこれら

の単語は、『諸道と諸国の書』訳本中において、アラビア語地域区分用語の対訳

語としては使用されなかった（24）。『諸道と諸国の書』のペルシア語訳者は、これ

らの単語を知らなかったか、あるいは知っていたとしても、これらを用いて対

訳する必要性を感じなかったのであろう。

　問題は、なぜアラビア語の地域区分用語がペルシア語に取り込まれたのか、

という点である。この点の検討は地理書のみで扱える範囲を越えており、詳し

くは稿を改めて論じなければならないが、現時点では以下の2要因を推測でき

る。

1）行政上の地域区分の影響

　アッバース朝初期までのアラブ・ムスリム政権は、中央アジアからアンダル

スに至る領域を支配するにあたって、基本的には征服前の各地域の行政体系、

特に徴税体系を踏襲した。例えばイランではサーサーン朝の、エジプトではビ

ザンツ帝国のそれであり、行政上の言語もパフラヴィー語やギリシア語などが
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用いられていた（25）。しかし支配者であるアラブにとっては、この広大な領域を

統べるため、行政上アラビア語を用いることが必要不可欠であった。それゆえ

に地域区分用語もアラビア語での統一が図られ、その結果、地理書においても、

アラビア語、ペルシア語に関わりなく、地域区分用語はアラビア語単語で表現

されるようになったと推測される（26）。

　このことは、アッバース朝の役人イブン・フルダーズビフが著したアラビア語

行政地理書の記述からも垣間見える（27）。アラビア語地理書の草分け的存在であ

るこの行政地理書においては、アラビア語地域区分用語とペルシア語地域区分

用語が併記されている箇所があり、まさに上記の点を傍証しているのであ

る（28）。

　ただし、イスタフリーの『諸道と諸国の書』に記された各地域が必ずしも行

政地域とは限らないという点を考慮すれば、行政面の影響のみがペルシア語に

おけるアラビア語地域区分用語の使用を促したとは考え難い（29）。そこで考えら

れるのが、以下に記す第2の要因である。

2）地理学における共通認識

　実は、ペルシア語地理書におけるアラビア語地域区分用語の使用は『諸道と

諸国の書』訳本に限られたことではない。それは『諸道と諸国の書』ペルシア

語訳より1世紀ほど前に著された最も古いペルシア語地理書『世界諸境域誌』

においても見受けられるし、『諸道と諸国の書』よりやや後に著されたと目され

る『世界の書』、あるいはより後代のペルシア語地理書においても見受けられる

ペルシア語地理書共通の現象である（30）。つまり、ペルシア語地理書の著者たち

の間には、地域区分用語にアラビア語単語を用いるという共通認識があったの

だ。

　この認識が生まれた背景には、アラビア語を共通学術語とした中世イスラー

ム世界の学問環境がある。そもそもこの時代にペルシア語地理書を執筆した者

たちは、アラビア語を理解しクルアーンの知識を持ったムスリム知識人であっ

た。『諸道と諸国の書』ペルシア語訳の存在自体が端的に示しているように、彼
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らは7世紀以降イスラーム世界で発展したアラビア語地理学　　アラビア語を

表現手段とする地理学　　から直接的／間接的に多くの地理情報を得た。と同

時に、「地域区分用語にはアラビア語単語を用いる」といったアラビア語地理学

の基礎的枠組みをも受け入れていったのであろう。この当時の学問のあり様こ

そ、ペルシア語におけるアラビア語地域区分用語の使用を揺るぎないものにし

ていった最大の要因であろうと考えられる。

　結果としてこのことは、時代差やアラビア語／ペルシア語の差を越えて、中

世イスラーム世界の地理学における地域区分用語の共通性を生み出している。

そしてまさにこのことが、「「ムスリムの地理書」としてのアラビア三一ペルシア

語地理書問の共通性」の一端を示しているのである（31）。

第IV章　地域区分用語についての考察（その2）

　では、本来の（アラビア語中で用いられる）アラビア語地域区分用語とペル

シア語に取り込まれたアラビア語地域区分用語との間に、意味や用法の違いは

全くないのだろうか。ここで改めて、忽αsσ娩P中におけるアラビア語地域区

分用語の「訳」され方について考えてみよう。

　すでに上述した通り、Mαsσ娩Pにおけるアラビア語地域区分用語の「訳」

され方には以下の3パターンが確認される。

　①もとのアラビア語単語がそのままの形で用いられる

【例】

（忽αsσ露ん／1，P．297．）

評’㌧♪L㌧晒jlらjU」oア・甲㌦♪聾雛のじ

fa－awwal懸灘‘ala　Jayhon　min　Ma　wara’al－nahr　al－Khuttal　wa　al－

Wakhsh

（ジャイフーン河岸にあって、マー・ワラー・アンナフル〔地方〕に含まれ

る一番最初の涌出はアルフッタルとアルワフシュである。）

（〃；αsσ娩P，p．233．上記文章に対応する箇所）
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　評，，レ劫）』・凶』・、刀し」IG」。卿メチ鰻鍵詞

　nukhustin雛灘ki　bar　Jayhun　ast　az　Ma　vara’al－nahr　Khuttalan　ast　va

　Vakhsh

　（ジャイフーン河岸にあって、マー・ヴァラー・アンナフル〔地方〕に含ま

　れる一番最初のi難鱗はフッタラーンとヴァフシュである。）

②　地域区分用語自体が省略される

　【例】

　（ノレZαsσ1漉∠L，P．57．）

　ドL聾」ノu恥ノ脚Jレ1し・許♂説1・鞠Ψ戸繊叢許，

　wa‘ala難下灘janOb　Bayt　al・Muqaddas‘ala　sitta　amyal　min－hu　qarya

　tu‘raf　bi－Bayt　Lahm

　（エルサレムの南の難鱗の、エルサレムから6マイルのところに「バイト・

　ラフム（ベツレヘム）」として知られる村がある。）

　（忽αsσ娩P，pp．60－61．上記文章に対応する箇所）

　覗∫ド』ヒ璽㌧麟τ‘ω1♂⇒匡㌧・勘τ♂り．レ評メ謁力｝戸｝；しメ〇六♂滋1臼力

　va　az　Bayt　al－Muqaddas　chUn　bar　janib－i　janOb　ravand　bar　shish　mil

　qubba－i　ayad　va　anja　dihi　ast　ki　anja－ra　Bayt　al－Lahm　gUyand

　（エルサレムから南へ向かったとき6マイルほど（行ったところ）でドーム

　にたどり着く。そこには村があって「バイト・アッラフム（ベツレヘム）」

　と言われている。）

③他のアラビア語地域区分用語に置き換えられる

【例】

（ノ砿薦σ1魏ノ1，P．37．）

δ踊5ノし雛灘1響1／35感。』」賜，履・レ喚U踊メしU

fa－amma　Barqa　fa－inna－ha　madina　wasata　laysat　bi－kabira　wa　hawall一

（バルカについて。それは中程度の大きさの都市である。大きくはない。そ
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　　の周辺は人の多い大きな地域である。

　　（忽粥σ娩P，p．40．上記文章に対応する箇所）

　　りb。bい1灘勤・豹ンら・声心レ1心レ」が緬メい

　　amma　Barqa　shahraki　miyana　ast　na　khurd　va　na　buzurg　va灘麟織灘

　　abadan　darad

　　（さて、バルカはそこそこの大きさの小都市である。小さくもなければ高き

　　くもない。〔その周囲に〕人の多い織田を抱えている。）

このうち③は、アラビア語における場合とペルシア語における場合で用語の用

法に差がある可能性を示している。この点についてさらに詳細に検討すべく、

以下では「訳」され方の具体例を見てみたい。

　ここでは、地域区分用語の中でも比較的使用頻度が高く、「地域」の意味で一

般的によく用いられるiqlim、　kOra、　na耳iyaの3単語について見てみることに

した。下に掲載した表1～6をご参照いただきたい。表1、2、3は忽㏄σ1薦且

中に出現する3単語が〃嬬娩P中でどのような対訳語をあてられているか

を示し、表4、5、6は逆に痂s4娩P中に出現する3単語が」4αsσ娩・4中の

どのアラビア語表現の対訳語となっているかを示している。

表1：訳本中におけるiql而の対訳語

〃如σ1魏、4中での

@　出現回数
62回

（うち単数形iqhmで42回、

@複数形aqallmで20回）

aqalTm 1回
iqlTm 16回

忽σSσ娩P中での

@　対訳語
iq11m－ha 7回
nahiyat 2回

鎌・∵樋：・：、：・L；；媚

・：・；：；：＝；，：：繕；・幽・：＝i＝i’ll
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表2：訳本中におけるkUraの対訳語

忽αS41貌．4中での

@　出現回数
108回

（うち単数形kUraで81回、

@複数形kuwarで27回）

hudOd 1回

iqhm 1回

jaygah（「場所」） 1回

k亘ra 31回

kUra－ha 3回

kUra－ha　va　nava垣 1回
躍αSδ勲P中での

@　対訳語
kuvar 1回

mavaが（p1．「場所」） 1回

naれiyat 12回

naval亘 7回

shahr－ha（「諸都市」） 1回

’望漁猟ガ、　㌶ 響’　 @，鍍嚢，＼
zamln（「土地」） 1回

表3：訳本中におけるn池iyaの対訳語

〃認δ1漉、4中での

@　出現回数：
187回

（うち単数形nahiyaで101

�A複数形nawa垣（nawa－

@　hin）で86回）
diyar 1回
hudUd 4回
nahiyat　o

60回
MαSσ娩P中での

@　対訳語
navahT　　● 37回

shahr（「都市」） 1回

shahr－ha（「諸都市」） 1回

’．；∫．1’四壁・∴苧 戸∵㍉＄翻　
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表4：訳本中のiqllm

忽αSσ崩P中での

@　出現回数：
63回

（うち単数形iqhmで42回、

Aラビア二巴：数形aqahm

ﾅ3回、ペルシア語複数形
@　iqllm－haで18回）

‘ama1 2回
aqalTm 5回

buldan（al－lslam） 1回
MαSσ娩・4中の元

ﾌアラビア語表現
kuwar 1回
iqlτm 19回
mudun 1回

（sa’ir）al－umam 1回

表5：訳本中のkUra

忽αSσ1魏P中での

@　出現回数：
39回

（うち単数形kOraで34回、

Aラビア語複数形kuvarで

P回、ペルシア語複数形
@　kUra－haで4回）

kUra 28回忽α∫σ励・4中の元

ﾌアラビア語表現 kuwar 8回

表6：訳本中のna翠iyat

臨Sσ娩P中での
@　出現回数

285回

（うちペルシア語単数形na－
?ｉｙａｔで171回、アラビア語

P数形na垣yaで8回、アラ
rア語複数形nava垣で101
�Aペルシア語複数形
@nahiyat－haで5回）

a‘mal 2回
ajnad 1回
ard 1回

忽αSσ娩Z坤の元
ﾌアラビア語表現

badiya（「沙漠」） 1回
balad 1回
bilad 1回
buldan 1回
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diya‘（pl．「私領地」） 1回
hadd 1回
hadd　sawad 1回
hawma 1回

hiya　wa　ma　hawal玉ha　min　al・qura 1回
hudUd 2回
hudUd‘amal 1回
iqlTm 2回
jund 2回
k厩ra 14回
kuwar 6回

”認σ1貌・4中の元

ﾌアラビア語表現
makhallf 1回

manabir（pl．「ミンバルく都市」） 1回
mawadi‘（P1．「場所」） 2回
mudun（「諸都市」） 7回
al－mudun　wa　al－qura 2回
nahiya 61回

nawahT（nawahin） 36回
qura（quran）（「準々」） 6回
qura　balad 1回
quran　mujtama‘a 1回
quran　muttasila　wa‘imara 1回
　　　　　　　　　　　一　　・‘
曹tran　Wa　maza「1 1回
qUran　Wa　raSat了q 1回
rasatTq 7回
rustaq 12回
sawad 2回

これら6つの表からは、以下のような特徴を見出すことができる。

iqlimの場合

【表1より】

○　忽αsσ1」々Zしでは全部で62回出現。〃；αsσ娩一Pではこのうち34回で省略

　　されている。

　○　躍αsσ1漉Pでもそのままiqlimと記されることが比較的多い（24回）。

○　別な単語に「訳」される場合もあるが、そのような例は少ない（4回）。

O　vilayatという単語に「訳」される場合がある（2回）。

　【表4より】
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○　砿αsσ娩Pでは全部で63回出現しており、忽αsσ娩・4にこの単語が出

　現しない箇所でも訳本で補われている場合があることがわかる。

k豆raの場合

【表2より】

○　〃認σ娩、4では全部で108回出現。忽αsδ娩Pではこのうち44回で省略

　されている。

○　〃：αsδ1魏P中でもそのままk面raと記されることが比較的多い（36

　回）。

○　別な単語（特にna尊iya）に「訳」される場合も多い（28回）。

O　vilayatという単語に「訳」される場合がある（3回）。

【表5より】

○　忽αsσ1魏Pでは全部で39回出現。39回のうち3回は、躍αsσ娩、4に元

　の表現がなく、訳される際に新たに付け加えられている。

0　39回中36回においては、福αsσ1狛．4中の元のアラビア語表現もkOra

　である。このことから、アラビア語においてもペルシア語においてもこ

　の単語の意味は同じである、ということがわかる。

n曲iyaの場合

【表3より】

○　福αsσ1魏・4では全部で187回出現。忽αsσ娩Pではこのうち80回で省略

　されている。

○　忽αsσ競P中でもそのままna尊iyaと表現されることが比較的多い

　（97回）。

○　別な単語に「訳」される場合もあるが、そのような例は少ない（9回）。

O　vilayatという単語に置き換えられている場合がある（3回）。

【表6より】

0　1吻sσ娩Pでは全部で285回出現し、忽αsσ励Zl中より躍αs4娩P中

　のほうで使用回数が非常に多い。〃α∫σ娩・4中の元の表現も様々である

　ことから、この単語が忽αs21魏P中において「地域」の意味で汎用的に
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　　　用いられていることがわかる。

これらの特徴を包括すると「〃αsσ崩P中のiqllrn、　kOra、　na与iyaの3単語が、

基本的にはアラビア語本来の意味・用法を踏襲しつつ、場合によってはMαsσ1卿

・4に見られない訳本独特の用法で用いられている」ということを指摘できよ

う。特にna耳iyaの場合、忽αsσ娩Pで〃αsσ娩・4以上に多用されていること

から、その傾向の強いことがわかるのである（32）。

　また、表1～3において特に興味深いのが、iqlim、　kUra、　na耳iyaのいずれの

場合も忽傭娩一P中でvilayatという対訳語のあてられる場合があるという点

である。この単語は、ペルシア語でこそvilayatとアルファベット転写されるが

元々はwilayaというアラビア語単語であり、アラビア語語根w－1・yの派生形で

ある（33）。その語根には「監督する」「統治する」という意味があり、派生形wali

は「地方総督、太守」の意味で時代／地域を問わず幅広く用いられた。ゆえに

wilaya（vilayat）は、基本的には総督たるワーリーの地方管轄権、およびその

管轄地域を指し示す。

　忽αsσ娩、4中において、このwilayaという単語はたった2回しか出現しな

い。以下の引用がその2例である。

　　①物sσ1酒毒，P．45．

　　　　彼ら（ウマイや家の者）のうち、最初に〔アンダルスへ〕渡った者は

　　　‘Abd　al－Ra毎man　b．　Mu‘awiya　b．　Hisham　b．‘Abd　al・Malik　b．　Marwan

　　　であり、それはアッバース家の統治の初めのこと（fl　awwal　wilaya　bani

　　　al一‘Abbas）であった（34）。

　　②福αs捌んAP．323．

　　　　彼ら（Siba‘iyaとして知られるアラブの一族）には、サマルカンド〔の

　　　街〕においてwilayatがあった（35）。

これらを見ればわかる通り、福αsσ娩・4においてこの単語は「地域」の意味で

は用いられていない。ところが忽αsσ娩P中においてこの単語はなんと110回

も登場し、それが「ワーリーの管轄地域」を意味するかどうかはともかく、「地

域」を意味する語として用いられているのである（下記表7を参照）。この点が、
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表7：訳本中のvilayat

忽αSσ1魏P中でのiiii；i：i；　出現回数 聾；i； （うち単数形vilayatで107
�A複数形vilayat－haで3
@　　　回）

‘amal 1回
aqalTm 1回
aradT 1回
ard 4回

atraf（「諸方」） 1回
ba草r（「海」） 1回
balad 9回

bayt（「家」） 1回
bilad 23回
buldan 7回

MαSσ娩，A中の元

ﾌアラビア語表現
dar（aLIslam）（「イスラーム世界」） 4回

φya‘ 1回
diyar 5回
iqlTm 1回
，　　　　一‘lam1 1回
kUra 3回
mamlaka 2回
na車iya 1回
nawahf 1回
wilaya 1回
wilayat 1回

アラビア語地域区分用語に関する、忽σ∫4嫌．4一忽σ∫σ娩1）間の最も顕著な、か

つ最も重要な違いである。

　上に見たような福αsσ娩．4一〃如σ娩一P間の違いが、果たしてアラビア語とペ

ルシア語という言語の差に起因するものなのか、あるいは原本と訳本の執筆年

の時間差に起因するものなのかは、現時点では不明である。また、なぜwilaya

（vilayat）がペルシア語訳本で多用されているのか、またアラビア語のwilaya

とペルシア語のvilayatに意味の違いはあるのか、などの点も今のところわか
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らない。これらの点については、『諸道と諸国の書』以外のアラビア語／ペルシ

ア語地理書も精査した上で、稿を改めて論じることにしたい。

おわりに

　本稿では、第一に「アラビア語一ペルシア語地理書間の共通性」、第二に「ペ

ルシア語地理書の持つ独自性」という2つの観点に沿って、イスタフリー著『諸

道と諸国の書』のアラビア語原本とペルシア語訳本を単語レヴェルで比較検討

した。その結果、「地域」を意味するアラビア語単語が訳本でもそのまま用いら

れていることを指摘し、ペルシア語におけるこれらアラビア語地域区分用語の

使用が「アラビア語一ペルシア語地理書間の共通性」の一端を示していることを

明らかにした。また、その一方で、ペルシア語訳本中のこれらの用語がアラビ

ア語原本中に見られない用法で用いられている点も指摘し、この点がペルシア

語地理書としての独自性を示す可能性があることを明らかにした。

　特にwilaya（vilayat）というアラビア語地域区分用語については、ペルシア

語訳本中において明らかに原本中と異なる用法で多用されており大変興味深

い。この単語の原義が持つ重要性を考慮すれば、他の地理書も用いた詳細な調

査分析が必要不可欠である。この点は今後の課題としたい。

　冒頭述べたとおり、本研究の最終的な目標は①「「ムスリムの地理書」として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
のアラビア語一ペルシア語地理書誌の共通性」と②「ペルシア語地理書のペルシ
の　　　　

ア語地理書であるがゆえの独自性」の解明であり、本稿はその序論として位置

づけられる。今後は『諸道と諸国の書』以外の地理書面の調査も進めることに

より、問題の解明を目指したい。

注

（1）　これら地理書は大まかに「数理や天文の観点から世界地理の分析を試みたもの」と「地

　誌的傾向の強いもの」の2派に分けられるが、本稿で「地理書」と言う場合は後者を念頭

　　に置く。この時代この地域の地理書／地理学の潮流については、竹田新「西暦9・10世紀

　　のアラビア語地理文献について一人文地理を中心に一（1）（2）（2－2）」（『大阪外国語大学論

一35一



　　集』24（2000年）、pp．191－212／28（2003年）、　pp．173－192／30（2004年）、　pp．149－168）を

　　参照のこと。

（2）　3点とも校訂本が出版されている（anon．，御4翻σ瓦4伽3，　ed．　ManUchehr　SotUde，

　　Tehran，1362．；Mu草ammad　b．　Najib　Bakran，刀1八一η翻α，　ed．　Muhammad　Amin

　　Riyahi，　Tehran，1342．；『諸道と諸国の書』校訂本の書誌情報については本稿第1章を参

　　照のこと。）。ペルシア語地理甲州の概略および写本残存状況に関しては、Storey，　C．A．，

　　P6甲斐π一乙髭θ錠z’z6紹　’．4　Bゴ。－6ゴ61♂og吻痂。α1　Sππ¢y，　voL2　part　1，　London，1972，　pp．

　　117－192。とAhmad　Monzavl，　F6加6s琵1＞∂8々勿一勿夕θK勿4」ヲ6翫7s歪，　vol．6，　Tehran，

　　1353，pp．3929－3989．を参照のこと。なお地理書に類するジャンルとして旅行記と奇讃集が

　　あり、前者では11世紀に著されたナースィル・フスラウの『旅行記』が著名（Na＄ir

　　Khusrau，　S⑳㍑魏α，　ed．　M晦ammad　Dabir・Siyaqi，　Tehran，1381（7th　ed．）．）、後者で

　　は13世紀初頭頃のものと思われる『被造物の諸奇事と存在物の諸珍事』がある（M的am・

　　mad　b．　Ma車mOd　b．　Aれmad　T厩si，㌔4勿ゴ∂αムル毎肋1殉σ’媚G加吻乃αム物ωブπ伽，

　　（ed．）Man且chehr　Sot貢de，　Tehran，1345（2nd　ed．：1382））。

（3）イスラーム世界でムスリムによって探求された地理学は、研究者の間で基本的に①「イ

　　スラーム地理学（Islamic　Geography）」、②「ムスリムの地理学（Geography　of　Mus－

　　lims）」、③「アラブ地理学（Arab　Geography）」の3通りの呼ばれ方をしている。この

　　うち①と②の違いは、「ヨーロッパ諸語では、理念としての「イスラーム世界」と現実に

　　そこにある「ムスリム世界」を区別することが可能なのである」という羽田正の指摘（羽

　　佃正『イスラーム世界の創造』東京大学出版会、2005年、p．17．）から理解できる。③は多

　　くの地理書がアラビア語で著されたことによるのであろう。実際にどの言葉を選ぶかは

　　研究者の研究姿勢によるが、①は地理学上のイスラームの役割を重視しすぎている観が

　　あり、③は地理学上の非アラブ要素を無視している観があるので、本稿では②を用いるこ

　　とにする。

（4）Maqbul　Ahmad，　S．，“DJUGHRAFIYA”，　in　7物θ伽砂61ρραθ伽（ゾ鰯α彿，　New

　　Edition，11vols．，　Leiden，1979－2002（以下EPと略記）．；KpaqKoBcK曲，　H．10．，．4ρα60κ朋

　　Fθ02卿吻彰θoκα∬魚〃御α〃2即α，瓢ocKBa，1957（ただし筆者は下記ペルシア語訳を参照した：

　　tr．　by　Abo　al－Qasem　Payande，7セ’励存6〈セ。θs玩6－1麓粥∫og山尽沙⑳」吻7ノ召1諺η一6

　　E磁〃π，Tehran，1379．このペルシア語訳では書名が『イスラーム世界における地理学文

　　献史』となっており、現代イラン人の地理学史観を示していて興味深い。）；Miquel，　A．，

　　加8・60g吻砺θ肋吻α鋭θ4％吻。η48吻πs％1初僻ノπs卿’醐翅ゴ1忽伽116　sガ6016，4vols．，

　　Paris＆La　Haye，1967－1988．

（5）本稿における「イラン」という言葉は「歴史的イラン世界」という意味で用いられる。

　　その範囲は現在のイラン・イスラーム共和国の領域より広いが、境界は明確ではない。詳

　　しくは清水宏祐「イラン世界の変容」『世界各国史9　西アジア史II　イラン・トルコ』
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　　（山川出版社、2002年）pp．60－61．を参照。

（6）清水宏祐「ペルシア語地理書紋伽48瓦4♂π〃zにおけるhudOdの概念」『史淵』

　　140（2003年）、p．1。を参照。なお清水はこの論文において、地理書全般でよく用いられる

　　加面dというアラビア語単語がペルシア語地理書飾面4泌7磁窺においては特異な用

　　法で用いられているという点を指摘した。

（7）　『諸道と諸国の書』アラビア語原本冒頭の、以下の下りをご参照いただきたい。

　　　　　　さて、私（イスタフリー）はこの本の中で、諸国にわかれた世界諸地域のことを

　　　　　　述べた。（特に）その中でもイスラーム世界のことについて述べようと意図した。

　　　　　　　　　e）しYb）いρo・回」5」し』許♂記帳1三面「30∫㌔幽画し1

　　　　　　　　　　　　　　　（al－1＄takhr1，α〃ルZαsσ1魏αム〃召〃zσ1茄，　Leiden，1927，　p．2，）

　　この記述に対応するペルシア語訳本中の記述は以下の通りである。
　　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　さて、著者（イスタフリー）は以下のように述べる。この本を著するにあたって

　　　　　　の私の意図は、世界の諸地域、その中でも特にイスラームの円に囲まれた地域に

　　　　　　ついて述べることである。
　　　　　　　　屡。1軒）し1。メb噸τ評ぬ諺，63ワ6騨曜一τ｝ピ♂網弓山・レ‘飽矧凶夢一曲U

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（1＄㌻akhff，価z∫σ1薦。αル毎〃zσ1〃診，　Tehran，1340，　p．3．）

　　この両者を見比べれば、訳者が原文にできるだけ忠実に翻訳しようとしている意図が見

　　て取れるだろう。この箇所のみならず、訳本には原本をできるだけ逐語訳しようとする意

　　図が全体的に見て取れる。従って両者を比較検討する場合、本文内容の比較はそれほど重

　　要ではなく、単語レヴェルでの比較のほうが有益である。

（8）さしあたって“AL－ISTAK旦RI”in　Ez　2；竹田前掲論文（2003年、　PP．182－183）を参照。

（9）先行研究は、この地理書の叙述様式が先学バルヒー（Ab亘Zayd　A草mad　b．　Sahl　a1・

　　BalkhT　322／934年忌）の地理書の様式を受け継いでいると推定し、イスタフリーをいわゆ

　　る「バルヒー学派」に属する1人とみなす。竹田前掲論文（2003年、p、181）を参照。

（10）写本情報は（ed．）J．B．　Harley＆David　Woodward，　Gα吻g吻勿’η’舵丁剛薦。ηα1

　　途伽〃万。　αη4　Soπ訪　∠4s茗αη　Sooガ6’ゴ6s，　7フz6　Hゑs’oη　（ゾ　Cσγ∫og名¢ρ勿vol．2　book　1，

　　Chicago＆London，1992，　pp．130－133．の情報に基づく。なお、（ed．）J．H．　Moeller，　E∂θ7

　　α珈α劾窺且％o’o紹S6加ゴ6加、4∂％一B加ん。泌勘箔6s♂θ％4goθゐ駕α漉ガ，　Gotha，1839．はイ

　　スタフリー地理書（『諸道と諸国の書』の簡略版）写本のファクシミリ版である。

（11）カイロ版（②）は、忽癬娩A（①）が用いていない写本を校訂に利用しており極めて

　　有益であるが、惜しむらくは入手困難である。また①が②出版後も依然として研究に利用

　　され続けていることなども考慮して、本稿ではあえて①を利用することにした。なお、ペ

　　ルシア語訳本の「マー・ワラー・アンナフル章」の記述は、①中の文章よりも、②が脚注

　　で校訂引用しているalif写本（エジプト国立図書館蔵Jughrafiya　199）の文章に大変類

　　冷している。この写本とペルシア語訳本との比較検討を、いずれ別稿にて論じたい。
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（12）写本情報の典拠は上記注10のものと同。加えて校訂本③の校訂者序文も参照のこと。な

　　お、ジャイハーニー（al・Jayha虹没年未詳（10世紀前半））執筆の地理書のペルシア語

　　訳としてマシュハドから出版された校訂本（A加al－Qasim　b．　Ahmad　Jayhahf，

　　Sσ矯α〃z魏一勿一躍ム彪堀（ed．）Ff諏z　Man頭fT，　Mashhad，1368．）については、イスタフ

　　リーの地理書であるとの意見もあり、今後詳細な検討を要する。

（13）　ここでは挙げなかったが、お金の単位である「ディーナール」や「ディルハム」も孤αsδ1魏

　　．4と燃σ崩Pに共通して使われる単語（ギリシア語起源）である。なお「東西南北」

　　を示す単語に関しては、前イスラーム期のペルシア語にはペルシア語特有の単語が存在

　　したが、近世ペルシア語ではアラビア語単語に置き換わった。この点に関しては耳usayn

　　Shahτd1，　C肋んみSπoα〈㎏1α名8∫伽1（磁励∂α77セケ舜ぬηαノog乃励σ一y6距’勲鉱Te・

　　hran，1365．に詳しい。

（14）　これら地域区分用語の基本的な用法に関してはMiquel，　A．，“L’organisation　de　l’

　　empire”，　Lα0609吻痂θ翫辮α初6伽ル∫oη4θル歪πs％伽αηブ％∫卿勧〃ゴ1ノθπ4π1エθS客θ616

　　’五6s　Tη御鷹6’16s∫o媚，　Paris，1988，　pp．125－140（特にpp，131－134）．を参照。ただし

　　ミケルも述べている通り、これらの用語の用法は比較的フレキシブルである。

（15）　このうちkOra、　rustaq、　tassUjに関しては、YaΦt，〃π知〃zαム．8π14伽，7vols．，　Bayr厩t，

　　n．d．，　vo1．1，　pp。54－55．（（tr．）Wadie　Jwaideh，丁加∫脇。伽。納l　C吻）’6欝（ゾy⑫傭

　　〃π知〃zαム8％14伽，Leiden，1959，　pp．56－58．）も参照のこと。

（16）baladは、単数形では「まち」を意味するが、複数形では（「諸都市」というよりも）

　　「地域」的広がりを意味する。darも、単数形では「家」を意味するが、複数形では（「家々」

　　というよりも）「地域」的広がりを意味する。どちらの単語も「イスラム世界」（Bilad

　　al－Islam／Dar　a1－Islam）を指す表現の中に使われる単語である。

（17）haddについては清水前掲論文を参照。

（18）mamlakaについては“MAMLAKA”in　1野2を参照。

（19）iqllmに関しては、竹田新「Iq1Tm考一YaqUtを基に一」『オリエント』26－2（1983年）、

　　pp．75－94．を参照のこと。

　　　なお、ここで列記した単語以外に、晶（jund，　pbし。1（ajnad））やウ（ramm，　pl．eカ

　　（rumOm））や」）U（mikhlaf，　pl．凶怪（makhalTf））という地域区分用語も原本で使わ

　　れている。jundの原義は「軍隊」であり、特にシリアの「軍管区」を指す用語として用い

　　られた（cf．“D工UND”in　Eτ2）。しかし訳本においては、この単語は完全に省略された。

　　物sδ励A，pp．55－56とM硲σ崩君p．59の記述を比較すると、おそらく訳者がこの単語の

　　意味を理解できなかったと推測できる。ramm（＜zamm）はファールス地方のクルド系

　　部族の居住地域に使われる用語であり、その特殊性ゆえここでは挙げなかったが、

　　銘αs薦々P中でも同じrammという単語が用いられている。この単語についてはG．　Le

　　Strange，7〕肋ゐ僻みげ’加Eαs’6㍑Clα伽加’6，　Cambridge，1930，　p．266．を参照のこと。
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　　mikhlafもイエメン地方内の地域に限って用いられる特殊な用語である（cf．“MIKH－

　　LAF”in　EZ2）。原本ではp。14で使用例が確認されるが、訳本の該当個所（p．16）では

　　navahτに置き換えられている。

（20）rustaqのみは明らかにペルシア語起源の単語であるが、漁s21」々、4ばかりでなくアラ

　　ビア語資料全般に見られることからも、アラビア語化（ムアッラブ）された単語とみなし

　　うる。iqllm（ギリシア語起源）やkUra（ギリシア語起源説とペルシア語起源説の2説あ

　　り（cf。“KURA”in　EZ2））についても同様である。

（21）ただし意訳される場合などは除く。

（22）地域区分用語rustaqのみは逆にペルシア語からアラビア語へ取り込まれているわけ

　　だが、この単語がいつごろアラビア語に取り込まれたのかは明らかではない。なおアラビ

　　ア語地理書中に見られるペルシア語の要素に関しては、クラーマース（Kramers，　J．H．）

　　が若干の考察を加えている（Kramers，　J．H．，“L’influence　de　la　Tradition　Iranienne

　　dans　la　Geographie　Arabe”，ノ1ηα166如0擁η孟α磁1，　Leiden，1954，　pp．148－149．）。

（23）中世ペルシア語の地域区分用語について、あるいはサーサーン朝後期の行政地域のあ

　　り様については、下記の研究を参照のこと。Christopher　Brunner，“Geographical　and

　　Administrative　Divisions：Settlements　and　Economy”，7物α魏∂万496研b’oη（ゾ

　　1鵤η，vol．3（2），　ed．　by　E．　Yarshater，　Cambridge　Univ．　Press，1983，　pp．747－777．；V．G．

　　Lukonin，“Political，　Social，　and　Administrative　Institutions，　Taxes　and　Trade”，7物

　　Cα鋭∂ガ496研s’oηげ1π粥，vol．3（2），　Cambridge，1983，　pp．681－746（特にpp．729－734）．

　　；春田晴郎「イラン系王朝の時代」『岩波講座世界歴史2　オリエント世界』（岩波書店、

　　1998年）pp．61－93（特にpp．84－87）．；anon．，　Sα伽θs晶晶がE短腐盈γ，（tr．）Touraj

　　Daryaee，　Costa　Mesa，2002，　pp．1－11（translator’s　introduction）．

（24）shahrのみは撚グ娩Pでも使われているが、中世ペルシア語における意味　　ある

　　都市を中心として広がる「地方」一でではなく、アラビア語のmadihaの対訳語として

　　「都市」の意味で用いられている。本来、中世ペルシア語において「都市」の意味で用い

　　られる単語はshahrestanであったが、〃召sσ1狛Pにおいてこの単語はsharistanという

　　表記で都市内の「市街地」を指す言葉として用いられている。

　　　なお中世ペルシア語の地域概念kishvarがアラビア語地理書中の世界7iqlTm説

　　　　世界が7つのiqllmから構成されているとする説一に影響を与えていることは先

　　行研究で指摘されているが、ではなぜkishvarという語自体はアラビア語地理書に導入

　　されなかったのか、またなぜ『世界諸境域誌』や『諸道と諸国の書』などの初期ペルシア

　　語地理書においてこの語が使われていないのかという点は今後検討されるべきであると

　　思う。世界7iqlim説とkishvarの関係についてはクラーマース前掲論文p．148．および

　　Sα加6s赫η魏σrE短腐α加p．5．を参照。

（25）　嶋田嚢平「イスラム国家の成立」『岩波講座世界歴史8　中世2西アジア世界』（岩波書
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　　店、1969年）pp．68－69．エジプトの状況については森本公誠『初期イスラム時代エジプト

　　税制史の研究』（岩波書店、1975年）pp．238－242．に詳しい。

（26）ウマイや朝期に行われた行政用語のアラビア語化政策に関しては、嶋田裏平「イスラー

　　ム初期のディーワーン制度」『初期イスラーム国家の研究』（中央大学出版部、1996年（初

　　出『中央大学文学部紀要』史学科9、1963年））p．253．；佐藤次高『イスラームの国家と王

　　権』（岩波書店、2004年）p．82．を参照。

（27）実はこのイブン・フルダーズビフ地理書の書名もイスタフリー地理書と同じく『諸道と

　　諸国の書』（α1一漁Sσ崩ω侃1－M㈱21㈲であるが、紛らわしいので本文中には記さなかっ

　　た。

（28）Ibn　Khurdadhbih，泌福α∫δ嫌2〃α泌物〃¢襯ん，　Leiden，1889，　pp．5－6．この箇所では

　　kUraとastan（＜ostan）の併記が見られ、著者イブン・フルダーズビフのペルシア語地

　　理区分用語への配慮が見受けられる。この著作以降、地理書におけるペルシア語地域区分

　　用語への言及は、ヤークート（626／！229年没）の『地誌集成〃％知〃z認B痂4伽』を除い

　　て殆ど見られない。

（29）　アラビア語地域区分用語は種類が多く、地域区分の方法も単語によって異なっている。

　　例えばk肛aやna単iya、‘amalといった行政地域を示す可能性のある単語の場合は、上述

　　の理由からペルシア語中でも翻訳されず同じアラビア語単語が用いられても不思議はな

　　いが、行政地域を示すとは考え難いiqhm、　bilad等の単語の場合、ペルシア語中で用いら

　　れる理由として「行政上の地域区分の影響」を挙げることは困難であろう。

（30）例えば『世界諸境域誌』においては、地域区分用語としてna草iyatやhu面dが多用さ

　　れる。

（31）地理書において、ある土地の広がりを1つの地域とみなすにあたっては、もちろん地勢

　　面での特徴や政治・経済面での統一性、あるいは地理学上の伝統などが根拠とされたが、

　　結局のところそれらの根拠を取捨選択して利用する著者の意図に拠るところが大きかつ

　　た。それゆえに地域区分の結果には地理書問で差異が生じた。例えばイスタフリーはイス

　　ラーム世界を20のiq1Tmに地域区分したが、ムカッダスィーはイスラーム世界を14の

　　iqhmに区分した。また『世界諸境域誌』の著者は「世界」を51のna転iyatに区分した。

　　つまり地理書の著者たちは、当時の行政事情や地理学の伝統を考慮しつつも、（現代風に

　　言えば）学者の観点からある程度独自に「地域を設定」していたのである。従って彼らの

　　共通性は、各々の地域区分作業の結果にではなく、彼ら全員が地域区分の枠組みとしてア

　　ラビア語地域区分用語を採用したことに求められねばならない。

（32）実は『世界諸境域誌』においてもna草iyaは多用されている。筆者の調査によると『世

　　界諸境域誌』における同単語の使用回数は612回で、他の地理書と比べても断然に多い。

　　このことからペルシア語におけるna璋yatの用法がアラビア語のnahiyaと異なってい

　　ることを推測できる。

一40一



（33）wilayaの研究としては松本取郎『イスラーム政治神学　ワラーヤとウィラーヤ』（未来

　社、1993年）がある。この研究において松本は、主に法学や神学の観点からこの単語の意

　　味や歴史的変遷を追ったが、地理書に見られるwilayaについては言及していない。

（34）　ちなみに〃召s41貌Pでもvilayatとそのまま記されている（」撚σ1漉P，　p．48）。

（35）　この記述におけるwilayaの意味は不明瞭である。ちなみに漉sδ娩Pでもvilayat－

　ha（vilayatのペルシア語複数形）と記されている（蜘sσ1魏P，　p．253）。
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